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討 されている。特に,プ ロ トンポンプに対す る阻
害薬は,既 に逆流性食道炎などに認可 されており,
癌治療への早期認可が期待 される。また,癌 組織
の細胞外pHを上昇 させ ることで,既 存の抗癌剤
の抗腫瘍効果を上昇させる試みもなされている。
リン脂質の二重層から成 る細胞膜は,疎 水性の物
質は透過 し解離 した物質は透過 しない。 ドキソル
ビシンや ミトキサン トロン,ダ ウノルビシンのよ










ため,NaHCO3を混合 し投与 され ることが多い





いると培地 の色が黄色 く(酸性pHに)な って し
まうとい う経験 をお持 ちのことだろう。 しかし,
その影響を重要視 している研究者が どれだけいる























であるペン トース リン酸経路(解 糖系の副経路)

















エ ミッシ ョン トモグ ラフ ィー(PET)はフルオ
ロデオキシグル コース([18F]FDG,18F標識グル
コース誘導体)を プローブとし,[18F]FDGの癌細
胞への集積から癌を検出す る方法 として利用 され
ているし,H+の排泄抑制による癌 の治療法 と し
